
Ⅱ．来待石のストーリー

宍道町来待を中心に玉湯町湯町付近まで見られる来待石は、凝
ぎょう

灰
かい

質
しつ

砂
さ

岩
がん

とい
う岩石で、比較的軟らかく、加工しやすい石です。その利用は古墳時代にさか
のぼり、古代・中世から現代まで、用途や目的を変化させながら使われ続けま
した。

来待石は、宍道湖南岸に広がる大森層と呼ばれる安山岩溶岩の上に堆積して
います。広域に露出していますので、石切場も数多く知られており、切り出し
やすいことも盛んに使われた大きな要因と考えられます。近代の石切り場の様
子や、石切、運搬などに使われた道具などは宍道町来待の、ストーンミュージ
アム来待ストーンで見ることができます。

また、来待石が分布する外縁を中心に、きめが細かく白っぽい沸
ふっ

石
せき

岩（ゼオ
ライト）が産出し、通称「白来待」や「白

しら
粉

こ
石
いし

」と呼ばれています。来待石と
同様に利用され、分布域もよく似ています。この「白来待」もあわせて、来待
石のストーリーを語っていきたいと思います。

来待ストーンと石切場（モニュメント・ミュージアム　来待ストーン提供）

凝灰質砂岩 ･･･来待石

宍 道 湖

来
待
川

伊賀見古墳群

鏡北廻古墳

石宮神社

ゼオライト
( 白来待 )

ゼオライト
( 白来待 )

来待石（上）と白来待（下）の分布（『松江市史』史料編「自然環境」より転載一部改変）
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1．古墳時代の石材

来待石の利用　古墳時代には、中期（5世紀）
ころから古墳の埋葬施設の石棺として用いられ、
後期（6世紀～7世紀前半）にはきれいに切り
出された板石を組み合わせた横穴式石室に用い
られました。主に宍道湖の周辺に来待石を利用
した古墳が多く見られることから、舟を使って
石材を運搬したことが想定されます。

中期（5世紀ころ）は来待石が採れる場所の
対岸にあたる古曽志町の史跡丹

たん
花

げ
庵
あん

古墳で長
なが

持
もち

形石棺として用いられます。この蓋には文様が
刻まれていることで著名です。5世紀後半以降、
出雲地方に広く分布する舟形石棺でも多く用い
られ、東は竹矢町の竹矢岩船古墳、西は出雲市
斐川町の神

かん
庭

ば
岩船山古墳にまで広がっています。

後期（6世紀後半～7世紀前半）は横穴墓など
の石棺に用いられるとともに、東部出雲特有の
石棺式石室にしばしば用いられ、美しい石室を
演出する石材となりました。宍道町の伊賀見1
号墳、玉湯町の林8号墳がその代表です。
白来待（白粉石）　白来待は、玉湯町周辺で、5世紀以降に石棺として用いら
れました。国史跡の徳連場古墳、県史跡の玉造築山古墳をはじめ、6世紀代ま
で石棺に用い続けられています。また、6世紀後半以降、横穴墓の内部に置か
れた組み合わせ石棺によく用いられていて、対岸の西浜佐陀町北小原1号横穴
では、二つの石棺と、横穴墓の入り口を閉める大きな石に用いられています。
来待石と白来待　この二つの石材は、産地が近いこともあって、その分布する
範囲は重なっています。分布図を見ると、おおむね来待石の流通範囲が広く、
白来待はその範囲の中に収まって入れ子状になっているのが分かります。

少し詳しく見てみましょう。最古の来待石の利用は古曽志町の丹花庵古墳の
石棺です。5世紀初めごろ、ヤマトの大王墓と同じ長持形石棺を来待石で制作
しました。古曽志周辺は、松江市北部有数の大型古墳の集積地です。丹花庵古

墳はその中でも大きく、出雲で最大規
模の方墳の一つだったと考えられます。
石棺の蓋には直線と三角形を組み合わ
せた幾何学紋様が刻まれており、新た
な技術や情報を受け入れた古墳です。
出雲を代表する中期古墳に取り入れら
れた来待石の装飾石棺が語ることは、
まだまだ明らかにされていないことが
多いといえます。

5世紀終わりごろ、舟形石棺が出雲
の豪族のトレンドとなります。来待石
は、東部出雲のトップである竹矢岩船
古墳と西部出雲のトップである神庭岩
船山古墳で用いられています。このと
きに東西の分布が最も広くなり、25キロ以上になります。重要なことは、地
域のトップを張る豪族の古墳に利用されていることでしょう。これらの古墳に
後続して、白来待が史跡徳連場古墳、烏場古墳など玉造温泉周辺の小古墳の舟
形石棺に利用され始めます。おそらく白来待が切り出しやすい玉造周辺で多く

古曽志町丹花庵古墳石棺（来待石）

宍道町伊賀見1号墳石室と閉塞石

白来待の割面と風化面

０ 6km

丹花庵古墳 大塚荒神古墳

北小原 2号横穴墓

竹矢岩船古墳

論田古墳

二名留古墳群

徳連場古墳

玉造築山古墳

菅沢谷横穴墓群

弥陀原横穴墓群

花立５号墳・横穴墓

女ヶ峠横穴墓

下倉 2号横穴墓

林 8号墳

鏡北廻古墳

松石古墳群
伊賀見 1号墳

椎山 1号墳

勝負廻Ⅰ遺跡

下ノ空古墳

横田古墳

岩屋古墳群

烏場古墳

徳連場横穴墓

栗屋山横穴墓群

凡例
来待石を用いた古墳等
白来待を用いた古墳等

神庭岩船山古墳

古墳に用いられた来待石、白来待（白粉石）の分布図
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利用されたと考えられ、来待石を手に
入れることのできない小地域の豪族の
石材だったと推測されます。

古墳時代後期～終末期、6世紀後半
以降も来待石が上のランクに位置づけ
られる傾向は変わりません。出雲地方
東部の首長墓「石棺式石室」は、玉湯
町林8号墳、宍道町伊賀見1号墳が来
待石で作られ、7世紀以降の終末期に
なっても宍道町の鏡北廻古墳、下の空
古墳が来待石で作られています。一方、白来待は横穴墓の中に収められた石棺
に用いられた例が多く見られます。注目されるのは、5世紀には来待石が石棺

として用いられた、
宍道湖対岸の古曽志
地域でも横穴墓の一
部として白来待が用
いられていることで
す。西浜佐陀町北小
原2号 横 穴 墓 で は、
墓室中の二つの石棺
と室の前を閉じる閉

塞石に白来待が使われています。5世紀までは来待石を手に入れていた湖北の
首長も、石室より一段階ランクの低い横穴墓には白来待の石棺が入れられまし
た。

古墳時代の来待石、白来待はローカルな石材ではありますが、時代による利
用度の変化や分布の違いから、小地域ごとの歴史的関係を推測できる重要な資
料になるのです。

2．奈良時代の来待石

古墳が作られなくなると来待石の需要は減っていきますが、利用されなくな
るわけではありません。奈良時代は仏教で日本を護る、という考え方を根底に
して国家の政治が進められました。奈良の平城京には東大寺や興福寺など、巨
大な寺院が造られたように、地方にも有力な豪族が氏寺を造りました。松江に
も『出雲国風土記』に「新造院」と記載された寺が8世紀には建てられています。
そのうちの一つ、史跡山代郷北新造院跡（来

くる
美

み
廃
はい

寺
じ

）には、多くの来待石が利
用されていました。
山代郷北新造院の金堂と須

しゅ

弥
み

壇
だん

　復元図を見てみると、北新造院の建物がどの
ようなものだったかわかります。山のふもとの一段高いところに金堂が置かれ、
その両脇に三重塔が建てられたことが明らかになっています。金堂の階段が残っ
ており、来待石が使われています。金堂跡の中央には、3体の仏像（ご本尊）
を安置する須弥壇が残っていて、その外装部材にも来待石が用いられています。
山師郷北新造院の塔のてっぺん　塔の屋根の上には、細長い構造物が載ってお
り、「九

く
輪
りん

」と呼ばれています。北新造院の東側の塔では、この九輪の部材の
多くが来待石で作られていました。石の部材を重ねているので、とても重たかっ

玉湯町花立横穴墓の白来待石棺材 白来待石棺材の新鮮な面

玉湯町林8号墳石室
（来待石）
（出雲玉作資料館提供）

宍道町鏡北廻古墳石棺式石室内部
（来待石）
（タニグチダイスケ氏提供）

玉湯町徳連場古墳石棺（白来待）

 

鏡北廻古墳石棺式石室内部（来待石） 

出雲市神庭岩船山古墳石棺（来待石） 竹矢岩船古墳石棺（来待石）
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たものと考えられます。それでもあえて来待石を用いた
ところに、この石に対する価値観が高かった可能性をう
かがうこともできるでしょう。全国の古代寺院跡を見渡
しても、とても珍しい例です。

3．中世・近世の来待石

①石塔
　中世になると、白来待が宝

ほう

篋
きょう

印
いん

塔
とう

や五
輪塔など、石塔の材料として用いられま
した。石造宝篋印塔は中国から鎌倉時代
初期に日本に伝わり、中期以後に盛んに
立てられました。
中世の石塔　松江周辺では、いつごろか
ら石塔が建てられたのでしょうか。古い
タイプの石塔は、白来待が用いられる傾
向があるようですが、正確に年代を知る
には、石塔自体に造立された年代が刻ま
れている（紀年銘）ことが必要です。今
知られている中で紀年銘がある最も古い
石塔は、秋鹿町の寺の前古墓群に残され
ている白来待製五輪塔で、「永徳元年辛
酉八月廿八日」と刻まれています。永徳
元年は1381年ですから、南北朝時代の
終わりごろには地元の石で石塔が作られ
たようです。全国的な動向を見れば、鎌
倉時代にさかのぼるものもあったと考え
た方がよいでしょう。

（❶❷❸いずれも宍道町ふるさと文庫19「白来待・来待石の宝篋印塔、五輪塔」より転載）
❶主な石塔の種類 ❷宝篋印塔と五輪塔の名称

❸白来待の石塔分布図

風輪

空輪

整備された山代郷北新造院跡須弥壇 山代郷北新造院出土の来待石
（九輪の一部）

山代郷北新造院の復元図（中央が金堂、右が東塔）
（島根県立八雲立つ風土記の丘提供）

東
塔
九
輪
の
復
元
摸
式
図
（
九
つ
重
な
っ
た
部
分
や
傘
、
台
座
な
ど
が
来
待
石
）

（『
山
代
郷
北
新
造
院
跡
』
島
根
県
教
育
委
員
会
２
０
０
７
年
︱
島
根
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
提
供
）

大庭町正林寺五輪塔群（白来待）
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松江に現存している白来待の五輪塔の代表が、大庭町の正林寺に4基残され
ています。五輪塔の元の特徴がよく残っており、13世紀後半から14世紀前半
の鎌倉時代後期と推測されます。正林寺は、古代には大庭町周辺に拠点を置き、
10世紀ころに西に遷

うつ
って出雲大社宮司家となった出雲国造家の菩

ぼ
提
だい

寺
じ

と言わ
れています。また、出雲国府中として中世にも栄えていた土地だけに、地域の
有力者の墓塔の可能性があります。同様の時
期と考えられているのが、浜乃木町善

ぜん
光
こう

寺
じ

に
ある伝佐々木高綱五輪塔です。白来待で作ら
れています。これらに続く14世紀後半の代
表として、宍道町西来待の伝大野次郎左衛門
墓塔とされる五輪塔があります。室町時代前
半としては珍しく来待石を用いており、高さ
2.85m と巨大な石塔です。

宝篋印塔の中で中世でも古い特徴を持つも
のに、発掘調査出土品ですが、法吉町の二

に
反
たん

田
だ

古墓の墓塔があります。15世紀代、室町
時代ごろと考えられており、白来待製で高さ
は1m をこえます。宍道町岩屋寺薬師堂周辺にも室町時代前半と言われる白来
待製の宝篋印塔があります。中世前半期には日

ひ
引
びき

石（福井県高浜町日引で産出
する凝灰岩）など、他国から運ばれた石材も使われていますが、地元の石とし

ては白来待が一般的だっ
たようです。その中で、
松江最大の伝大野次郎左
衛門五輪塔のようにまれ
に来待石を用いたものも
あり、注目されます。

戦国時代の終わりごろ、
16世紀後半には来待石を
使った石塔が現れるよう
です。紀年銘が刻まれた
ものでは、宍道町東来待
岩屋寺にある宝篋印塔が

最古で、「文禄（五）年二月」（1596年）と彫られています。これが墓塔であれば、
戦国時代末の最古の紀年のあるものになります。ただ、確実に戦国時代にさか
のぼる来待石の石塔はよく分からないのが実情で、大量に生産されて建てられ
るのは次の時代を待つことになります。
江戸時代の石塔　関ケ原合戦後、出雲国へ入封した堀尾氏は一族の墓や供養塔
に来待石を用いました。出雲地方の石塔の石材を調査した結果、来待石が主体
となるのは堀尾氏が出雲国主になってからと考えられます。堀尾氏に関わる石
塔は、いろいろなところで見ることができますが、ほとんどが来待石です。た
とえば、堀尾吉晴の墓塔は、安来市広瀬町の巌

いわ
倉
くら

寺
じ

に五輪塔が残されていま
す。吉晴の子、忠氏の宝篋印塔は玉湯町の報恩寺に、その子忠晴の五輪塔は栄
町圓成寺にあり、堀尾期藩主の来待石の石塔を見ることができます。堀尾一族
や重臣も大型の来待石でできた石塔が残されています。吉晴の孫、安来市広瀬
町の富田城内にある堀尾勘

か
解

げ
由

ゆ
の宝篋印塔は同じ来待石で作られた石

せき
廟
びょう

（基礎

報恩寺堀尾忠氏宝篋印塔

圓成寺堀尾忠晴墓所

堀尾吉晴五輪塔（来待石）

京都市妙心寺春光院
堀尾泰晴夫妻宝篋印塔と石廟

宍道町伝大野次郎左衛門五輪塔（来待石）

主要な来待石の石塔分布図（宍道町ふるさと文庫19「白来待・
来待石の宝篋印塔、五輪塔」より転載）
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石、壁石、屋根石を組み合わせて石塔の
周りを囲う上屋）の中に収められていま
す。堀尾民部の宝篋印塔も報恩寺の石廟
に納められて残っています。ほかにも数
多くの一族、重臣の石塔がお墓や供養塔
として建てられたことが知られています。
また、堀尾家の菩提寺だった京都市北区
妙心寺春光院には、吉晴の両親、堀尾泰
晴夫妻を供養する宝篋印塔2基が、石廟
に収められています。いずれも来待石製
で、そのほか藩主や一族の石塔も残され
ています。京都までわざわざ来待石を運
んでいることから考えて、堀尾氏にとっ
ては特別な石として位置づけられていた
のでしょう。

松平氏が松江藩主となった寛永期以降
には、藩主の墓塔は、菩提寺の月照寺に
集めて作られました。広い墓域を灯篭な
どで囲んで、中心に墓塔を置く例が多くなります。これは江戸時代の全国的な
大名墓所の特徴でもあります。墓塔は初代直政から、9代まで御影石（花崗岩）
が用いられました。江戸幕府を中心とした幕藩体制が全国に浸透していく中、
墓塔の石材のブランド意識が変わったのかもしれません。ただし、藩主の墓所
から来待石が消えたわけではありません。灯篭や階段、基壇、石敷き、排水溝

など、様々な場所に来待石が使われました。
一方で藩内の武士、商人、有力農民層の墓塔や墓石、供養塔に来待石の利用

が広がりました。多くは五輪塔や宝篋印塔のようなものではなく、基壇に一つ
の石で作った墓標を載せるような単純なものです。その形は地域や宗派、身分、
経済力などの違いにより一つに定まったものではありません。墓標には葬られ
た人（あるいは戒名）の情報やその時期、作った人などが刻まれていることが
多く、それは歴史情報の一つとしてとても役に立ちます。来待石で墓石を作る
ことは高度成長期ころまで一般的でしたから、市内の各所で見られます。注意
してみると、江戸時代の年号が刻まれたものも少なからずあります。お墓の形
の違いや年代の違いなど、細かく観察すると、お墓一つでいろいろな情報があ
ることがわかるはずです。
②灯篭
灯篭の起源　来待石といえば灯篭を思い浮かべる人は多いと思います。灯篭の
起源は、寺院の前に献灯するために立てられたもので、日本では飛鳥時代（7
世紀）にまでさかのぼります。現存する最古の石灯篭は奈良県当

たい
麻

ま
村の八角石

灯篭です。松江では山代郷北新造院金堂の前に灯篭が立てられていたことがわ
かっていますので、少なくとも奈良時代（8世紀）には存在していましたが、
それが来待石だったかどうかは不明です。ただ、新造院では多くの来待石を用
いていて、灯篭が来待石で作られた可能性もあると思います。当初は堂塔の前
に一竿建てられていたものです。

栄町圓成寺六角地蔵灯篭 四角い灯篭（外中原町清光院） 右灯篭の宝永四年（1709）
紀年銘

四代藩主吉透廟所の基壇（床石が来待石）

集められた古い墓塔、供養塔（清光院）

五代藩主宣維廟所（基壇の床石が来待石）
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神社や庭園への広がり　やがて神社にも灯篭が立て始められ、安土桃山時代こ
ろからは茶の湯の影響によって庭園にも用いられるようになります。また、2
つの灯篭が一対で建てられるのも後のことです。

出雲での古代の灯篭の存在はわかりますが、平安時代から中世にかけて、証
拠がなく、詳細は不明で
す。一方で来待石の灯篭
が江戸時代には盛んに作
られたことは確かです。
古い寺社の灯篭の基壇や
竽に年号が刻まれている
ものがあり、江戸時代に
作られたものとわかりま
す（後の再建の時に文字
も写された可能性もあ
り、注意が必要です）。

寺社以外でも、江戸時
代以降は庭園などでも灯
篭が立てられました。今
でも盛んな茶の湯です

が、茶室の庭園
にも灯篭がしつ
らえられている
ことが多いのは
有名です。普門
院観月亭庭園や
明々庵庭園など
で来待石製の灯
篭をみることが
できます。古い
屋敷にも、大小
の庭園が造られ
ていることも多

く、その一部として灯
篭が用いられているこ
ともよくあります。武
家屋敷を住まいとした
小泉八雲旧居の庭にも
複数の灯篭がおかれて
います。灯篭は現代で
もお庭を中心によく建
てられています。多く
は来待石製でしたが、
近年新しく建てられた
ものは、安い外国産や
国内の主要産地で採掘された御影石が用いられることも多くなりました。
墓塔と灯籠　江戸時代には墓塔が作られることも広がります。大きな墓所では
献灯用の灯篭が立てられます。また、通常の墓所でも来待石の灯篭が一対で建
てられるようになり、その後、明治から現在まで続いています。

来待石の灯篭は出雲だけで用いられたのではなさそうです。近年、主に日本
海沿岸の各地で来待石の灯篭ではないか、と考えられる灯篭が見つかってきて
います。詳細は狛犬の項で述べたいと思いますが、江戸時代後期から明治にか
けて発展した北前船に乗せられ、広がった可能性があります。
③松江藩主別荘お茶屋のお風呂
　玉造温泉は奈良時代（8世紀
前半）に書かれた『出雲国風土
記』にも温泉としてにぎわった
ことがしるされている歴史ある
名湯です。江戸時代には、松江
藩主の別荘御茶屋が設けられま
した。もちろん、藩主やその家
族が温泉につかり、ゆっくりと
過ごすためのものですので、温
泉が引かれて、立派なお風呂が
作られました。場所は温泉街上

笠が苔むす石灯篭（川原神社） 笠が苔むす石灯篭
（出島神社、文久元年銘文あり）

玉造温泉の松江藩主別荘お茶屋浴室跡

火袋が六角の春日形灯篭
（城山稲荷）

左灯篭の寛政12年（1800）紀年
銘

（再建の時に文字も写した可
能性があります）

石
灯
篭
の
紀
年
銘
（
天
保
６
年
（
１
８
３
５
））

（
再
建
の
時
に
文
字
も
写
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

石灯篭と狛犬（阿太加夜神社）
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流の泉源があるところでした。
平成18年度には発掘調査が行われ、お

茶屋の一部の様子が明らかになりました。
お風呂場には半分地下に埋め込む形で、内
法が2.97m ×2.36m（10尺×8尺）の浴室
が見つかりました。浴室の床と周りの壁に
は、丁寧に加工した来待石の切り石が使わ
れ、隙間には漆喰が塗り込まれていました。
殿様が入浴する浴室だけあって、特別なし
つらえがしてあります。加工しやすいだけ
でなく、独特の風合いを持つ来待石がわざ
わざ選ばれたものと考えられるでしょう。

近くには源泉が東西2か所あり、東側の
源泉は外形35cm、長さ60cm の来待石で
加工した円筒の上部に花崗岩の蓋を乗せた
もので、西側は外形26.5cm の来待石で加工した円筒の上部に来待石の蓋を乗
せたものとなっています。ここでも来待石が使われています。

玉作湯神社のすぐ北側に当たるこの地は、史跡整備が行われ、お風呂場も復
元されています。泉源や湯薬師さんにも近く、街や観光の中核として県内外の
人から親しまれています。
④狛

こま

犬
いぬ

（唐
から

獅
し

子
し

）
狛犬のはじまり　来待石として灯篭とともに、双璧をなすのが狛犬でしょう。
前置きですが、松江を中心に出雲地方では、つい最近まで唐

から
獅

し
子

し
と呼ばれてい

ました。狛犬のルーツをたどると、寺院の仏像の前に木彫のライオン（獅子）
が置かれていたことにあるようなので、
この地方の唐獅子という呼び名は、古
様を保った表現だったとも言えますし、
実際の表現も獅子です。平安時代には
片方が犬になり、やがて総体として狛
犬、と呼ばれるのが全国的傾向のよう
です。ここでは古来からの「からしし」
と呼びたいところですが、今は市民の

大多数が「こまいぬ」と呼んでいるようですので、狛犬として記していきます。
ちなみに八重垣神社に木製の狛犬が伝わっており、市の指定文化財となってい
ます。のちの狛犬と比べると、前足の置き方や耳や顔の表現方法、装飾の入れ
方などに大きな違いがありますので、当地の石製狛犬はこのような木製のもの
から発展したものではなさそうです。ただ、石製狛犬のモチーフが、どこのど
のようなものだったかは不明で、今後の調査が必要です。

「来待スタイル」の狛犬　さて狛犬は、神社の入り口に一対の狛犬が鎮座して
いるのが普通の風景だと思います。時にはお寺の境内に置かれる場合もありま

す。少なくとも江戸時代の後半ごろ以降は、当
地方の狛犬の大部分は来待石で作られています。
2010年に広江正幸さんと永井泰さんが著した『出
雲・石見　狛犬見聞録』（ワンライン刊）によると、
出雲には千体以上もの来待石狛犬があるようです。
しかし近年では、風化しやすい来待石は避けられ
る傾向にあります。

ところで、通常狛
犬は片側が口を開き

（阿
あ

形
ぎょう

）、向き合う方
は口を固く閉じてい

ます（吽
うん

形
ぎょう

）。そして来待石の狛犬の形には一定
の約束事があり、「出雲」や「出雲式」「出雲型」
などと呼びならわされています。全体の形として
は、腰を上げて今にも飛びかかろうというポーズ
でお尻や尾を大きく上げて立っている「クラウチ
ングタイプ」（陸上短距離のクラウチングスタートから仮にそう呼びます）と、
前足と後ろ足をくっつけて揃え、礼儀正しく蹲

そん
踞
きょ

している「お座りタイプ」に
大別されます。クラウチングタイプとお座りタイプは、片や動的で迫力たっぷ
り、片や前足を体の近くにそろえてちょこんと座っており、対照的なことも意
識的な作り分けでしょう。どちらも尾が体から独立して立っていることや耳が
寝ていることも、おおむね共通の特徴です。松江の石工が、江戸時代の少なく
とも後半には来待石を使って作成し始め、確立したスタイルだと考えられます。
このスタイルをもつ狛犬は「来待スタイル」と呼んでみましょう。

阿形の狛犬（東生馬町生馬神社）

吽形の狛犬（東生馬町生馬神社）

玉作温泉の松江藩主別荘
お茶屋浴室の復元

（桧風呂の周りが来待石）

木製狛犬（八重垣神社）
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狛犬の歴史　狛犬にも年号が刻まれたものが
あり、造立年が大まかにわかるものがありま
す。今のところ、玉湯町の金刀比羅宮の狛犬
に刻まれた天明2年（1782）が最古になるよ
うです。ほかにも江戸時代後半にまでさかの
ぼるものが多くあり、美保関町の美保神社に
は文化10年（1813）の紀年銘のある大型の
狛犬もかなり古いものとなります。狛犬は現
在、外に一対で鎮座されていますが、その歴
史をたどると古くは寺院や神社の建物の中や
縁に置かれていたようです。

　少なくとも平安時代には、木製や銅製のものが奈良県の薬師寺や春日大社な
ど大きな社寺に残されています。『枕草子』や『徒然草』にも獅子の記述があ
ります。最古の石造は東大寺南大門にある獅子と言われ、双方とも獅子です。
佐草町の八重垣神社には、随神門に木造の狛石が置かれており、室町時代のも
のと言われています。戦国時代以前は、大規模な社寺や貴族たちの魔除けや神
仏守護の置物でしたが、その後、江戸時代になって庶民的な狛犬が多くの社寺
の参道などに置かれるようになりました。

東忌部町忌部神社狛犬一対 忌部神社狛犬

出
雲
金
刀
比
羅
宮
狛
犬

大
井
町
大
井
神
社
狛
犬

賣豆紀神社保存の狛犬
（昭和の名工、新

にい
出

で
九一郎作）

大垣町内神社狛犬と灯篭 内神社狛犬

お尻を上げた狛犬
（美保関町片江玉結神社）

出雲で最古級とされる狛犬（玉湯金毘羅宮）

お尻を上げた狛犬
（八幡町平浜八幡宮）

美保関町七類明島神社狛犬
（明治34年銘） 玉結神社の石垣の下に鎮座する狛犬
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全国に広がる来待スタイル　注目すべきは来待石の狛犬は、江戸時代から明治
にかけて、日本海航路に乗って北海道から九州まで広がっていることです。京
都市伏見区藤森神社にある文政3年（1820）を最古に、北海道、山形、栃木、千葉、
福井、兵庫、香川、山口、佐賀、長崎などで存在が知られています。後で出て
くる石見焼や石見瓦とも関わりますが、船荷となって交易品としてひろがり、
出雲の産品として名も知られていたようです。特に北前船が最も盛んになる明
治期以降、多くの来待石で作った狛犬や石灯篭が商品として日本海沿岸を中心
に出回っていたことと思います。来待スタイルの出雲狛犬が江戸狛犬、浪花狛
犬とともに、「日本三大狛犬」の一つとされるのもうなづけます。

稚
わっか

内
ない

や礼
れ

文
ぶん

島周辺の狛犬調査では、来待石らしき砂岩で作られ、出雲の様式
を兼ね備えた狛犬の存在が確かめられています。また浜田の客船帳に礼文島の
神社への寄進者の名前があることも知られており、北海道最北にまで広がって
いる可能性が高いことが分かっています。

⑤石仏・石像など
お地蔵様など　狛犬に限らず、信仰にかかわる様々な
石造物に来待石が使われました。代表の一つが、お地
蔵様です。お地蔵様は正式には地蔵菩

ぼ
薩
さつ

といい、お釈
迦さまが入滅してからの無仏時代のこの世の人々を救
済する役割を担っているとされ、苦悩の人々を救う存
在 と さ れ ま す。 イ ン ド
で仏教が成立し、6世紀
に日本に伝わってきて以
来、信仰が続き、やがて
庶民にも広がる中でとて

も身近な存在となりました。古い木彫の地蔵菩薩
が伝わる寺院も少なくありませんし、来待石で立
派な台座に乗る地蔵菩薩もあります。でも、一般
にはお墓の入り口や路傍に佇むお地蔵様への親し
みは強いと思います。小さなお地蔵さまは、なか

左：石狩弁天社（北海道石狩市）の狛石、右：彌高神社（秋田県秋田市）境内の石灯篭
（阿部史朗氏提供）

西生馬町山中の石仏

お地蔵様（独立した2体の左に
2連のお地蔵さまが2つ並んで、
六地蔵となっています。東生馬
町法恩寺）

雑賀町賣豆紀神社歳徳神を護る木製狛犬
（石製狛犬を模倣している）

奥谷町田原神社の大型狛犬

左：三吉神社（北海道稚内市）拝殿前の狛石、右：沼浦神社（北海道利尻富士町）の狛犬
（内山真澄・西谷榮治・藤沢隆史・高畠孝宗・山谷文2009
「宗谷管内所在の狛犬」『利尻研究』69-82　利尻博物館より）
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なか年代を確定するのは難しいことですが、江戸時代から作られていたことは
間違いないと考えられます。特定の信仰に結び付いているわけではなく、様々
な願掛けや村の平穏を祈って置かれたものが多いのではないでしょうか。ただ、
子どもの安穏や亡くなった子どもの供養のために建てられることや、病気平癒、
道祖神（村の境界の才の神）などでお参りされる例が多いようです。赤い前掛
けをされているのは、子どものための信仰が反映したものでしょう。お地蔵さ
んに限らず、仏教にかかわる様々な仏様が来待石で彫られ、お寺や路傍などに
設置されて信仰を受けていました。仏はその種類によって、庶民から様々なお
願いがかけられ、大切に引き継がれてきました。

お稲荷さん　お稲荷さんといえば、狐の彫像を思い起こします。松江周辺のお
稲荷さんには、多くの石造の狐が見られます。狐は稲
荷神のお使いをする霊獣で、神さまそのものではあり
ません。一般的には狛犬のように、社の前に鎮座して
いたり、社殿周り
や境内地に数多く
置かれたりしてい
ますが、ご神体の
ように祠の中に狐
像が収められてい
る 場 合 も あ り ま
す。もとは五穀豊
穣 を つ か さ ど る
農業の神ですが、今は商売繁盛をはじめとした産業全
体の神とされ、全国でも広く信仰されている神の一つ
です。松江周辺には小祠も含めて多くのお稲荷さんが
あり、来待石で作られた狐を目にする機会は多いと思
います。松江城内にある城山稲荷はとくに有名で、明
治23年～24年（1890～1891）に島根尋

じん
常
じょう

中学校、師
範学校の英語教師として松江に赴任したラフカディオ

ハーン（小泉八雲）は、二千以上もある石狐を珍しがり、通勤途上でよく立ち
寄った、といいます。大部分は来待石で、今
でも多くの狐を見ることができます。

独立した稲荷神社のほかに、市内の神社の
多くには、境内にお稲荷さんが祀られている
ことが多くあります。とくに江戸時代に稲荷
信仰が松江の全体に広がり、大切にされてい
たと考えられます。そのようなお稲荷さんに
は、来待石を中心として、大小の狐の像が奉
納されて例が多くみられます。神社の拝殿・
本殿をお参りするだけでなく、周辺の小さな
お社や祠をお参りしてまわるのも楽しみです。

城山稲荷神社の石造狐像

玉湯町布志名若宮神社の
お稲荷さん

城山稲荷神社境内の居並ぶ狐像

阿太加夜神社境内の稲荷社の狐像

宝暦6年（1756）銘の地蔵菩薩像 (外中原町清光院 ) 東長江町金剛寺の阿伽井観世音座像

玉湯金毘羅宮のカラス天狗像 宍道町岩屋寺の不動明王座像
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祠など信仰にかかわるもの　日本では仏様を祀る寺院や古来の神々を祀るお宮
のように、整えられた信仰のほかに、村ごとに生活に密着した信仰が代々守り
伝えられてきました。松江はそのような小さなおまつりごとや、その痕跡がま
だ残されていることが特徴です。たとえば、荒神さん、サイノカミさん、地神
さん、歳徳神さん、シャニチさんなどの信仰です。これらは地域によって様々
な形をとりますが、信仰の対象として小さな祠や碑などを置いたり、神前に灯

篭を置いたりして
いるものをよく見
かけます。特に荒
神 さ ん の お 祭 り
は、しっかりと続
けられている地区
も多く、樹木など
に藁縄で作った蛇
が巻き付けられて
いるのをよく見か
けます。その前に
は灯篭や蝋燭立て
の小さな石造建物
などを置くものも
多く、藁を得にく
い地区では石の祠
や石の蛇を常置し
ている場合もあり

来待石製小祠の連なり
（玉湯町湯町八幡宮）

西浜佐陀町満願寺の供養塔
（文政元年（1818）銘あり）

山代町の荒神さんと
その前に立つ灯篭

左灯篭の紀年銘
（弘化4年（1841））

雑賀町賣豆紀神社境内の
地主荒神と祠

来待石製小祠
（加賀日御碕神社）

土手町の荒神さんの石造祠 田の中の小祠
（東生馬町）

来待石で彫られた蛇神
（平浜八幡宮裏山）

阿太加夜の荒神さん根元の
石造の小祠

玉湯金毘羅宮の来待石製社殿（石工頭林兵衛作）

東出雲町阿太加夜地区の荒神さん
（阿太加夜神社）

46 47

THE HISTORY OF STONES IN MATSUE



ます。
⑥江戸時代の様々な利用
まち中の来待石　江戸時代には他国出し禁制の品として他藩への移出が制限さ
れる中、来待石は松江城下町の基礎石や石垣、暗渠や水路、石段、棟石などの
建築材として重用され、現在でも市内の各所でその様子を見ることができます。
また近代以降昭和ごろまでも、生活の道具としての石臼やかまど、こたつ、井
戸枠など多様な使われ方をしました。また神社の狛

こま
犬
いぬ

、祠
ほこら

、記念碑などに、そ
の利用は続きます。各種の信仰に関わる祠やお地蔵さまなども、いまでも各地

に残っています。
江戸時代後期には、

日本海航路による交易
の発展にともなって、
建材や石灯ろう、狛犬
など様々な来待石製品
が、全国各地へと盛ん
に運ばれていきました。
当時の製品は、北海道
から九州まで各地にみ
られます。これから研
究が進めば、まだまだ
各地で来待石の製品が見つかると思います。
如泥石　変わった利用のされ方をしているものとして、
来待石を加工した石臼のような形の「如

じょ
泥
でい

石」がありま
す。白潟周辺は宍道湖から東へ向かう水の流れが強いと
ころで、湖岸が浸食されやすかったようです。そこでこ
の如泥石を湖岸に並べて、今で言えばテトラポットのよ
うに護岸をしていました。直径と高さが同じ60センチ（二
尺）の円筒形で、その
上下面には丁寧に円形
の溝が彫られています。
波を吸収しながら消波
するようにデザインさ
れたといわれます。規
格を決めて、量産化さ
れ、護岸の建設や修理
に使われたものでしょ
う。今も嫁が島の周囲
や白潟公園の一部、袖
師の石仏の基礎で使わ
れています。

玄関の石段（武家屋敷）

石垣の暗渠 ( 後ろは県議会棟 )

門の屋根の棟石 ( 小泉八雲旧居 )

屋根の棟石 ( 武家屋敷 )石垣の修復で用いられた来待石（清光院）

町境の古い水路
( 西茶町 )

道標石
（八幡町、昭和63年再建

とあり、おそらく江戸時
代からあったものと思わ
れる )

如泥石
( 布志名湖岸に並ぶ )

建物の基礎石
( 塩見縄手の武家屋敷 )

如泥石 ( 宍道湖岸のお地蔵様の基礎 )
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如泥石は、松江藩7代藩主松平治
はる

郷
さと

（不
ふ

昧
まい

）お抱え彫刻師で、多くの名作を
残している小林如泥にちなんで名づけられたと考えられますが、いつから使わ
れるようになったのか明確にはなっていません。これからの調査研究が必要です。
日常生活の中の来待石　来待石は江戸時代から近代以降まで、生活の様々な場
面で利用されました。硬いことが条件の用具として、様々な枠として、あるい
は固いものを叩く・擦るものに来待石は利用されました。枠の代表は、井戸枠
です。江戸時代の城下町を発掘すると生活用水確保のための井戸は必ず出てき
ますが、来待石を円筒形にくりぬいたものが一般的です。明治になって上水道
が普及するまでは、井戸が不可欠でしたし、戦後になっても井戸が利用され続
けた家も多いと思います。そのほかには、生活上に必要な水ため（今でいうシ
ンク）などもそうでしょう。

食料加工の道具としては、石臼が多く作られました。多方向の筋を入れた平
坦面のある円筒を、二つ合わせて回転させ、穀物やお茶などを粉にするのに用
いられました。また餅などをつく石臼も重要な道具でした。
⑦釉薬としての「きまち」　
赤茶色の石見焼　江戸時代後期、19世紀ころからは来待石は意外な用途に広
がります。石見焼の大

おお
甕
がめ

（ハンド）や石見瓦釉
ゆう

薬
やく

として、石を切ったくず石が

利用されるのです。
赤茶色に発色するこ
の釉薬は、断水性や
耐塩性が強く、水が
めや寒冷地の瓦とし
てとても優秀なもの
です。松江でも、海
風が吹き付ける日本
海 側 の 浦 々 で、 石
見瓦の家を目にしま
す。また畑の水甕と
しても市内至る所で
見 か け ま す。 ま た
断 水 性 が 強 い 特 色
は、その後 焼

しょう
酎

ちゅう
瓶
びん

や 硫
りゅう

酸
さん

瓶
びん

への利用、

来待石の石臼と碇（左）

発掘調査で出てきた来待石の井戸枠 ( 魚町 )来待石の石臼

石見焼大甕（松江市東生馬町）

近世末～戦後の石見焼現存状況（阿部史朗氏提供）

松江市内、畑の石見焼大甕 石見焼大甕底のスタンプ

石見焼が展示･保管されている施設
（産地の石見地方を除く）

ロシア･サハリン州

韓国･鬱陵島
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茶壷の内側の施釉などにも用いられ、様々な産業にも
力を発揮しました。松江藩の布志名焼なども来待釉を
取り入れて、色のバリエーションを増やしていきまし
た。一方で江戸時代の終わりから明治時代まで、北前
船の発達により、北海道から九州まで、大甕・すり鉢
や石見瓦が流通したことが分かっています。特に明治
時代の後半ころには石見焼組合も結成され、大量の製
品が海を渡り、朝鮮半島や樺太にまで運ばれています。
組合が設立された後は、器の底に「石見」の小さなス
タンプが押されることもあり、その広がりを確かめる
絶好の証印となります。この赤茶色の釉は、「きまち」
として陶器の釉薬の呼び名となっており、現在でも来
待釉として販売されています。柿釉とも別称され、焼
き上げると赤茶色になりますが、単純な色ではなく、
見る角度によって様々な発色をし、魅力的です。
布志名の黄釉　また、白来待も釉薬として利用されま
した。江戸時代
後半に藩窯とし
て開かれた玉湯
町布志名焼は、
黄色い釉薬が一
つの特徴で、白
来待の石粉が用

いられたと言われます。黄釉は布志名を
代表する生地色の一つで、淡黄色の透き
通るような釉は改良が進められ、明治～
大正時代には、海外への輸出品として、
上品な黄色の上に繊細な絵付けをした優
品が数多く作られました。現在も続く布
志名焼でも、利用される釉で、青いぼて
ぼて茶碗に使われた釉とともに、布志名
を代表する色として知られています。

4．現在の出雲石灯篭から現代アートまで

伝統工芸品・出雲石灯籠　来待石は現代に至るまで様々な用途で利用され続け
ています。特に出雲石灯篭は、昭和51年に通産省（通商産業省＝現・経済産
業省）から灯篭では伝統的工芸品の第1号「出雲石灯篭」に指定され、全国各
地に出荷されるようになったほか、アメリカやヨーロッパにまで輸出されるほ
どの高い人気を見せるまでになりました。その形は様々ですが、円柱状の竿の
上に六角形の受鉢、火袋、笠が乗る「春日形」と呼ばれるタイプが多くみられ
ます。同じ六角形でも笠が長いものや火袋の形が異なるものなど、自由な発想

で、伝統の上に新たな
形が生まれています。
ほかによく目にする形
として、竿が四角形で
その上部も四角形でそ
ろえるタイプ、主に庭
園用として竿がなく足
を広げて据えてある雪
見灯篭などがあります
が、自然の石を間に組
み合わせた、形式を意
識していない灯篭もよ

黄釉に微細画が描かれた
布志名焼

19世紀の布志名焼
龍図花瓶（松江歴史館蔵）

黄釉の布志名焼急須

出雲石灯篭（来待ストーン）

灯篭の部分名称

来待石の石切場（『松江市史』史料編「自然環境」より転載）

大庭町神魂神社の灯篭群

台

竿

受鉢

火袋

笠

九輪
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く目にします。伝統的な形
式を引き継ぐもの、伝統を
意識しながら変異を加えた
もの、他の地域や現代の発
注者の要望にも応えて時代
の形式を組み合わせたも
の、新しい感覚のデザイン
のものなど、出雲石灯篭は
バラエティに富んだものと
して発展していきました。

さて、松江周辺の寺社や
墓地では、明治時代以降の
来待石で造られた灯篭も見
ることができます。切り出
されてすぐの来待石は青み
がかった色合いをしていま
すが、時がたつにつれ色は変化し、味わい深い茶褐色になっていきます。苔が
つきやすいことも相まって、江戸時代以降から現在まで、家の庭にも多く用い
られています。

その他の石造物　また、寺社の狛犬・狐・地蔵・石塔などの石造物には、現在
でも伝統的に来待石で作られているところもまだ多くあります。許

こ
曽

そ
志

し
神社で

は狛犬の代わりに鶏と猿が来待石で作られており、参拝者を出迎えてくれます。
田原神社には、写真の鹿をはじめ、様々な動物たちが鎮座しています。そのほ
かにも、探してみると様々な来待石の石造物が、寺社や町の中に置かれたり、
利用されていたりします。好みにもよりますが、淡い茶褐色の来待石の風合いは、
白い御影石に比べて制作当初から古色を感じ、寺社や庭園の景観に歴史的景色
を加えているように感じます。松江の歴史的景観を担う石材として、長く使わ
れていくことにより、伝統的な産業の振興にも役立っていくものと思われます。

石碑　また、鳥取県米子市淀江町の天神垣神社
境内には約120年前の明治36年（1903）に石馬
顕彰碑（米子市指定文化財）が建立されていま
すが、これが来待石製です。明治34年（1901）
に東京帝国大学人類学教室の坪井正五郎博士を松江歴史館庭園の灯篭

大垣町内神社の灯篭

忌部神社の石灯篭一対 西浜佐陀町出島神社の石灯篭

近年の大型狛犬（佐太神社）

奥谷町田原神社の鹿

雪見灯篭
（竹矢町安国寺境内）

土手町荒神社の蛇
後ろには来待石の祠

稲荷社の狐（揖屋神社境内）

古曽志神社の猿と鶏
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西伯郡教育会が招聘した際に、淀江町の石馬谷古墳にあったとされる石馬の学
術的重要性が指摘されました。坪井の勧めもあり、地元有志からなる石馬保存
会により、文化財保存施設としての当該石碑が建立されました。鳥取県でも、
重要な歴史の顕彰碑に来待石が選ばれていたのです。石馬は、後に国重要文化
財に指定されています。

松江城馬溜に立っている「松江城碑」は明治35年（1902）に松江城の意義
を検証するために建てられたものですが、やはり来待石が使われています。同
様の例は、市内にたくさんあると思います

墓石や石段、石垣なども高度成長期くらいまでは来待石が使われ続けました。
しかし、社会構造の変化、嗜好の変化による御

み
影
かげ

石などの人気の高まり、特に
安い石材が大量に輸入されるようになって、伝統産品の一部を除いては来待石
が利用される頻度は低くなっていきました。

来待石の風合いを活かした新たな特産品へ　一方でその風合いを生かした新た
な産品の開発も行われています。建築壁材、間接照明や玄関等の置物、様々な
オブジェなどアートストーンとして人気です。宍道湖大橋南詰にたつ巨大な灯

篭（青
あお

柳
やぎ

楼
ろう

の大灯篭）も来待石製
で、宍道湖の景観とマッチしたモ
ニュメントとなっています。もと
は白潟天満宮裏の料亭、青柳楼に
あったものを移設したとされてい
ますが、来待石は新調したものと
推測されます。宍道湖大橋北詰の
須

す
衛

え
都

つ
久

ぐ
神社にも大灯篭があり、

水の都の景観の一部をなしていま
す。一般の灯籠にも、工夫を加え
たデザインの製品が登場してきま
した。

松江の町を歩くと、観光案内の
道標として、また『出雲国風土記』
登場地の説明板・標柱の材料とし
て使われているのを目にすること
ができます。古い建物や古色を帯
びた来待石が見られる松江には、

現代感覚で作られた来待石製品を街角で見ることができます。新旧の来待石を
探してまちあるきをするのも楽しいのではないでしょうか。

石馬顕彰碑（米子市淀江町） 松江城馬溜の「松江城碑」

青柳楼の大灯篭

来待石の道標 出雲国風土記登場地の碑 玉湯町の公園街灯
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Ⅲ．様々な石材のストーリー

1．松江城築城に使われた石

以上の2つの石のほかにも、松江城の築城や城下町造りに、矢田石、大
おお

海
み

崎
さき

石、
忌
いん

部
べ

安山岩、忌部御
み

影
かげ

（花
か

崗
こう

岩
がん

）、島石などが用いられ、今も見ることができ
ます

島石　島石は黒くて気泡（小さな穴）が多くある
石材で、大根島（八束町）で採取できる岩石です。
来待石に比べて丈夫なうえ、気泡が独特の味わい
を醸し出しており、近代以降も基礎などによく使
われています。現在
でも基壇や石積み、
護岸などによく用い
られており、特に城
下町の風情が残る地
域ではしばしば見か
けます。また庭石、
灯籠等にも使われて

おり、建築では日本的な屋外空間のアイテムとし
て使われています。大橋川拡幅工事の護岸では島
石が多く使われているので、川辺を散歩すれば確
認することができます。

明治天皇の在所を目的
に建造された松江城二之
丸の興雲閣では、建物の
土台として島石が亀甲状
にきれいに積まれていま
す。また、バルコニーや
ピロティの柱の基礎石に
も島石が用いられ、土台
が六角形、柱基礎が円柱

新たなデザインの灯篭（東出雲町出雲金刀比羅宮）

来待石の加工品

灯篭の上で構える狛犬（西川津町熊野神社）

松江城二の丸下の段の石垣
( 大きく4種類の石で
積まれている )

切り込んで積まれた島石の基壇
( 島石の上に重なるのは来待石 )

興雲閣の土台石積 興雲閣柱基礎石
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状に加工された上に縁取りや段など、丁寧に装飾しています。丈夫で、黒地に
気泡の模様が見える島石が、建物の風格を高めています。

矢田石　現在の東光台団地から大橋川に
向けて分布する石材です。松江城の中で
は天守の石垣のほとんどに矢田石が用い
られています。そのほかでも、比較的古
い築城時と考えられる石垣でよくみられ
るため、築城に当たって船で大量の石材
を運ぶため、大橋川に面して産出した矢
田石が、まず運ばれたことが推測されま
す。矢田石に堀尾家の家紋、分銅文がよ
く刻印されていることもそれを示してい
ます。玄武岩質安山岩でとても固く、石
垣に適したものだったのでしょう。
忌部御影　忌部御影は、中国山地に広

がる花崗岩のつながりで、採掘できます。石英や雲
うん

母
も

が混成して見た目が美し
く、丈夫なため、松平家藩主の墓所
は代々御影石が用いられました。当
初は著名な兵庫県神戸市六甲山付近
の本御影など、藩外のブランド石が
使われましたが、後半期には地元の
花崗岩が用いられています。花崗岩
が風化した部分は、いわゆる真

ま
砂

さ
と

呼ばれる排水性のより砂質の良土と
して、敷地の造成などに現在も用い
られています。松江城下町遺跡でも
砂が堆積しているところがあり、そ
の分析によれば、花崗岩由来で忌部
周辺から運ばれた可能性が高いそう
です。橋北にまで運ばれたのは、そ
れだけ排水性がよく盛土に適した砂
礫だったことがわかります。

大海崎石　松江城の石垣で多用されているのが大海崎石です。大橋川の東側に
面していることから、船での搬送に有利だったのでしょう。江戸時代の城下町
でも利用されていました。やや赤っぽい色で、現在は松江歴史館の基礎の石垣
で見ることができます

忌部安山岩　松江城石垣に用いられている忌部安
山岩（長黒石）は、国宝神

か も す
魂神社本殿の土台や石

段、石碑にも用いられています。近年造立された
神魂神社社碑の文字を刻んだ部分は新鮮な岩の面
が見え、長黒石と呼ばれる美しい黒色を観察でき

ま す。 忌 部 地 区 で
は、家の石垣などを
忌部安山岩で積んで
いるところも見かけ
ます。

島根県庁は元の松
江城三之丸の上に建っています、庁舎北東の庭園
隅には「松江城三丸舊

きゅう
趾

し
」の石碑が立っており、

その碑の石材は忌部安山岩です。土台は森山石が
使われています。

天守の石垣（矢田石）

忌部御影の現代の石垣（東忌部町）

松江歴史館の基礎石垣
（やや赤っぽいのが大海崎石）

神魂神社忌部安山岩の標石
（風化した面と新鮮な面）

大庭町神魂神社本殿の
忌部安山岩の基壇

松江城の石垣
（やや赤っぽいのが大海崎石）
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2．各地で使われた石

石の性質で使い分ける　前に取り上げた来待石を含めて、松江城の石垣に用い
られたような松江の石材は、それぞれ特徴があり、石の性質や見た目に合わせ
て、組み合わせて用いられている例も、町上市内各地でよく目にします。

前ページの写真の松江城三丸碑は硬くて黒く、重厚なイメージのある忌部安
山岩が用いられ、その基礎は堆積岩で年を経るごとに層状に縞模様が現れる森
山石（後述）が使われています。建物の基礎石には硬くて丈夫な島石を、基壇
には加工が容易で独特な趣のある来待石を使う例もあります。地域地域では、
搬入しやすい地元の石を用いることも多いですが、忌部に近いところでは石垣
に忌部安山岩と忌部御影を併用することも珍しくありません。赤っぽい大海崎
石、黒くて小穴が多く硬くて見栄えもいい島石、黒くて大型の石材もある忌部
安山岩、白っぽくて全国ブランドの御影と同様の忌部御影、青っぽく加工のし
やすい森山石、そして切り出しやすく、風化によって味が出る来待石、それぞ

れの特性を生かしなが
ら、近世～近代の石工
たちは使い分けをして
いたものと思います。
森山石　美保関町周辺
では森山石と呼ばれる
淡い青緑色の凝灰岩が
使われており、美保関
集落の路地を彩る青石
畳通りに主に使われて
います。また、令和2

柱の基礎は島石、基壇は来待石（法吉町常福寺）

松江城三丸碑
（忌部安山岩、基壇は森山石）

松江城石垣で主に使われた石の産出地

乃白町野白神社の石垣

新しい割口でよくわかる忌部安山岩
（野白神社）

新しい割口でよくわかる忌部御影
（野白神社）

美保関町灯台
（森山石を積んで、のちに白いペンキが塗られています）
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年に重要文化財に指定された美保関
灯台も、森山石のブロックを積んで
建てられています。地域で産し、地
域で愛され使われ続けた石です。ま
た、凝灰岩の堆積具合で縞状に見え
る石塊が、城山松江神社の手水鉢や
松江城三丸舊

きゅう
趾

し
石碑の土台にも用い

られています。
大
お わ し

芦石　島根町大芦地域で産する閃
せん

緑
りょく

岩
がん

ないし石英閃緑岩です。実態は
大芦地域だけでなく、島根半島東部
各地に分布します。県庁東側の壁
面、興雲閣前の西南の役記念碑、川
津小学校の紫雲丸遭難記念の碑など
に用いられています。大芦御影とも
称されます。
水の浸食は石で護る　松江は水に恵まれたまちです。水は人間の生活に不可欠
であると同時に、交通や流通にも大きな役割を果たし、松江の発展に寄与して

きました。一方で、水は災害をもた
らすとともに、不断に生活に不都合
な働きをします。それは浸食、つま
りちょっとした雨でも水は土を流し
ますし、川や湖は水量を増やし水流
を早くして、岸辺をえぐり取り、結
果的に沿岸を崩します。

令和3年から始まった大橋川拡幅
事業に先立つ発掘調査では、宍道湖
から大橋川南岸の水際の様子が明ら
かになりました。発掘調査では、普
通は土を掘っているものですが、水
際では石を掘っていくイメージだそ
うです。つまり、強い流れから岸を

守るための護岸を、繰り返し石垣や石の護岸で修復していく様子がわかってき
たのです。しかも、石垣の裏込めにはふんだんに石を詰め、宍道湖を埋め立て
て護岸や石垣を前面に広げるときは、間の空間は石で埋め立てているところも
ありました。まさに石でまちを広げているのです。そうした石は、松江城の石
垣に用いられた島石や大海崎石などがたくさん用いられており、舟で石を大量
に運んだ様子が目に浮かびます。

当たり前のように思うかもしれませんが、近世以前では石が少ない地域では

美保関町美保神社横の青石畳通り

発掘調査で現れた宍道湖岸の石垣と
湖に下りる石段（魚町）

「如泥石」（白潟公園）旧田野医院で見つかった
宍道湖岸に向かう石段

発掘調査で現れた石を投じた埋立地（魚町）
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木を使って護岸を作っていました。杭を打ち、間に板をはめ込んで、土地に直
接水流が当たることを防いでいたわけです。どちらも優れた知恵ですが、石で
築いたほうが丈夫で管理の頻度も少なくなることは明らかです。江戸時代の後
半ころには、前にも述べたように来待石で「如泥石」と呼ばれる円柱形に加工
した護岸用の石製品が大量生産され、湖岸や川岸の強化に使われたようです。

城下町を形成していくうえでも、豊かな石は力を発揮したことでしょう。町
を護り、水運を盛んにする堀の掘削はもちろん溝や区画の明示などにも惜しみ
なく石が用いられました。松江城下町遺跡の発掘調査では、少なくとも17世
紀中ごろには、屋敷境の溝も石組で作られたことがわかっています。現在では
U 字溝にあたる土を流さない溝の成立です。寺社や有力者の屋敷などにも石垣
が築かれ、現在まで残されているものも少なくありません。

また、水運上見逃せないのが、堀に面した舟入で、石を組むことでほぼ垂直
に築くことができたことは、石の効用の一つです。近代の旧田野医院の裏では、
宍道湖岸に降りるための石段が、主に来待石を組んで壁を垂直に立てて設けら
れていました。舟で往診をしたというエピソードを裏付けるものです。中世以
来、近代まで、前に述べたような様々な石を用いて土地を浸食から守ってきた
歴史は、目立たないながらも松江の重要なまちづくりの要素といえます。今後
のまちづくりをしていくうえで、豊富な松江の石を利用していくことは、産業
振興の上でも考えていく必要があるでしょう。

3．さらに古くから使われた石

先史時代や、古代でもほかに利用
された石があります。弥生時代に
は、全国でも早い段階で管

くだ
玉
たま

の玉作
が西川津遺跡や布

ぬの
田
でん

遺跡で行われま
した。
緑色凝灰岩（玉）　石材は緑色凝

ぎょう
灰
かい

岩
がん

と呼ばれる薄い緑色の柔らかい石
です。産地の詳細はわかっていませ
んが、北山山系の海岸側には、類似
した凝灰岩が見られます。弥生時代
前期から、緑色凝灰岩を用いて玉作
が始められました。緑色凝灰岩に細い溝を薄い砥石で彫り、その溝をガイドに
して薄い板状の素材を作り出して、それを細い管状に分割して方柱形の素材を
作成し、穴をあけて管玉を作っていました。この玉作りの技術は「西川津技法」
と呼ばれており、その名の通り西川津遺跡からたくさんの玉作の過程を示す未
成品が出ています。竹矢町の布田遺跡からも多く出土していて、松江市の広い
範囲で弥生時代に玉が作られていたことがわかっています。これが基盤となっ
て、後の古墳時代に、メノウを使った全国最大規模の玉作が行われました。
碁石など　また『出雲国風土記』には玉

たま
結

え
浜（玉江）に碁石があると記されて

います。今でも美保関町玉江海岸では黒色頁
けつ

岩
がん

の玉石がみられます。出雲国府
跡では、同様の石を
磨いた碁石が出土し
ており、『出雲国風
土記』の記述が確か
なことがわかります。
また、白い碁石は、
水晶や石英を平べっ
たい碁石状に加工し
たり、海を加工した
りして用いていたよ

布
田
遺
跡
出
土
弥
生
時
代
中
期
玉
作
り
関
連
資
料

（
島
根
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
蔵

島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
提
供
）

島根町玉江浜と黒くて丸い石
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うです。
同様の黒色の石材

は、縄文時代～弥生
時代に、斧や石包丁

（穂摘具）などの石
材にも用いられまし
た。また、鹿島町奥

おく

才
さい

14号 墳 の 石 棺 の
床には黒い玉石が敷
かれており、松江市

の日本海沿岸に分布する黒い玉石には特別な意味があったと思われます。
こうした玉石は、近世以降に土間や道に黒い石を埋め込んで装飾した、洗い

出し技法や、庭などでの玉石敷きなどにも用いられたことは想像に難くありま
せん。現在でも、モルタルの表面に玉石を埋め込んで風雅な床を作られていま
すが、多くが工業製品となったため、玉江の石が用いられることはなくなった
ものと思われます。

ブランドとはなっていないものの、人間が暮らすようになって以来、様々な
用途で石を使ってきました。叩き割ると、縁辺が鋭くなるガラス質の石は鉄が
普及する前は刃物として重要でした。地元でとれる玉髄や水晶などのほか、隠
岐の黒曜石、香川県国

こく
分

ぶ
台
だい

や金
かな

山
やま

のサヌカイト（古
こ

銅
どう

輝
き

石
せき

安山岩）は3万年以
上前から２千年前まで、松江周辺に持ち込まれ、盛んに使われていました。刃
物になる石はそれだけ貴重だったのです。硬くて締まった石は、磨かれて木を
伐採したり加工したりする斧として使われました。木を裂く重さと鋭さを兼ね
備えた石が重宝されたと思います。

美保関町惣津海岸にみられる黒色の岩脈 秋鹿町内神社参道脇の丸石敷き

出雲国府跡出土の奈良時代前半の玉作関係資
料（島根県立古代出雲歴史博物館提供）

島根半島産黒色石材で作られた打製石斧
（鹿島町堀部第一遺跡出土、弥生時代前期）

島根半島産黒色石材で作られた石包丁、石剣とその未成品
（鹿島町佐太前遺跡出土、弥生時代）

黒色石材で作られた磨製石剣
（田和山遺跡出土）

奈良時代の平玉製作工程

68 69

THE HISTORY OF STONES IN MATSUE



製粉や砥ぎのための石　河原で転がっている丸くて硬い石は、木の実を叩いた
り擦って粉にするのに用いられ、その用途は石臼に引き継がれて近年まで使わ
れていました。今でも石臼引きを売りにするお蕎麦屋さんなどがありますね。
砥石は3万年以上前には、石斧を研ぐために使われ始め、弥生時代の中ごろか
らは鉄製品を研ぐためにも使われるようになりました。粗砥は砂岩、凝灰岩など、
仕上げ用には泥岩や粘板岩が主に使われたようです。成分に硬いガラス質（石
英など）が含まれるものが適していると考えられますが、このあたりではどこ
で採取される石かはわかっていません。今後の課題です。砥石は現在も使いま
すが、大部分が合成砥石です。しかし、刀や包丁などの上等な刃物には天然の
砥石が使われているそうです。
硯　文房具として重要だったのが、墨を擦る硯

すずり
です。

近代までは筆記用具の主体は筆でしたから、重要な
道具です。日本には漢字とともに大陸から入ってき
たものと考えられますが、近年の研究で弥生時代中
期（約2200年前）には、硯とともに伝来していたも
のと考えらえています。最古級の硯は田和山遺跡で
出てきており、朝鮮半島を治める漢の出先事務所、
楽
らく

浪
ろう

郡
ぐん

とソックリなものもあります。当時の硯は今と
違って、墨粒
を叩きながら
擦る方式で、薄い長方形の板に墨をこ
すった跡が残っています。田和山遺跡
は、大陸文明の玄関口として栄えてい
たことがうかがえます。飛鳥時代以降
は現在と同じような墨だまり（海）が
ある硯が使われますが、古代は須恵器
という焼き物で作られることが多く、
中世以降に現在のような石の硯が普及
していきます。今でも芸術としての書
道はもちろん、書き方として学校でも
習字を習い、硯は一般に普及していま
す。

そのほか、前に記したように美しい岩石は宝飾の一部として、硬くてガラス
質の石は火打石として、加工しやすい石は建材などのインフラ整備や石造物、
石碑などに今でも用いられます。人間の石利用の基本的性質は、硬くて永続性
があることが一番でしょう。石によって様々な利用法があり、変化しながら、
時に材質を金属に変えながら、今の私たちの生活に根付いているのです。

板石硯（弥生時代）
（田和山遺跡出土）

京店通りとカラコロ広場を結ぶ通り
（壁面を島石と来待石でシックに彩っている）
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Ⅳ．石が語るヒストリー
以上のような石にかかわる歴史文化をそれぞれ調査、研究を進めて個別の情

報発信をしていくとともに、松江の石としてヒストリーを紡ぎ、活用していき
ます。松江の石は豊かな歴史を持ちますが、特筆すべき歴史的ストーリーとし
て次の3点を挙げたいと思います。

〇2000年続くパワーストーン（ジュエリー）メノウ
松江市花仙山（玉作山）から採取された青メノウ（碧玉）は、弥生時代後期

（西暦1年ごろ）から玉として加工されはじめます。古墳時代中ごろ（4世紀後半）
には赤メノウや水晶でも玉が作られ、赤、青、白の色とりどりの玉が出雲ブラ
ンドになりました。玉作は古墳時代の終わりまで（7世紀前半）続き、莫大な
玉作山の玉が全国に流通しました。それは単なるアクセサリーを超えて、つけ
る人々の地位のシンボルとなりました。奈良時代に再び作られた玉作山の玉は、
天皇家や大豪族などに献上されました。そして近世・近代にはその魅力が見直
され、現在に至るまで深遠で魅惑に満ちたメノウがアクセサリーや飾り物とし
て重宝されているのです。

〇日本海側を席捲した来待スタイル
加工しやすく、独特の色合いと風合いを持つ来待石でできた狛犬は、江戸時

代には出雲地方全域で使われ、やがて北前船に乗って北海道利尻・礼文まで運
ばれました。来待の狛犬は地元で唐獅子と呼ばれるように、獅子としての迫力
を備えたスタイルを確立。後ろ足と尾を立てて身構える「クラウチングタイプ」
と前足と後ろ足をそろえて行儀よく座る「お座りタイプ」の2つの形があり、
独特な装飾とともに他の地域の狛犬との違いを引き立てています。いまでも新
しく作り変えるときには、この二つのスタイルを守った狛犬が選ばれることが
少なくありません。出雲石灯篭も、狛犬同様に広く用いられ、現在でも伝統工
芸品として生産されています。

もう一つ、姿を変えて日本海を旅したのが来待釉です。来待石の粉を高温で
熱して溶かすと、赤く発色し、水を遮断する強いガラス質となります。この性
質をうまく生かしたのが石見の瓦と石見焼の大甕（ハンド）です。気温が下がっ
ても氷結しない石見赤瓦と水瓶（ハンド）は、機能性と美しさが相まって、江

戸時代終わりころから日本海を通じて広く利用されました。現在、北は樺太、
西は韓国、南は鹿児島まで石見焼大甕が分布することがわかっています。来待
は直接流通することで、彼の地の生活を支えるとともに、やがて陶器の大産地
では、ほとんど水を通さない釉薬として利用が広がり、茶壷や土管などにも同
様の釉薬が用いられるようになりました。それは、日本の近代化を支える要素
の一つでした。また、今でも梅干しツボなどには、石見焼大甕の様式が引き継
がれているのも、来待が与えた影響の大きさをうかがうことができます。

来待スタイルは隠れた松江のアイデンティティの一つといえましょう。

〇石に恵まれた町
松江市をまわると、生活に密着して石が多く使われていることに気づきます。

住宅地の周囲の石垣や石段、川や池、水海の護岸、水路の石組、石のタイルに
よる舗装など、比較的古いものは地元の石材が用いられています。近代までは、
生活の道具にも様々な地元の石が利用されてきました。石はどこにでもありそ
うに思いがちですが、人間が使える石は実は限られています。松江の周辺は持
ち出しやすくて使いやすい石に恵まれているのです。重い石を運ぶために便利
な水運が発達してきた歴史ともかかわりが深いでしょう。メノウや来待石は、
いわば松江のブランド品ですが、そのほかの石も松江の生活や文化に自然にな
じんで、松江らしい風景や景観、生活文化を形作ってきたことに気づくと、気
持ちが豊かになると思いませんか。

以上のような松江の石のヒストリーは、磨けばもっともっと光りますし、新
たな魅力も現れるでしょう。それぞれに調査研究で跡付けて、松江の歴史文化
の代名詞に育てあげていくことができます。また、玉の素材や建材など、松江
市の石文化と共通項を有する石川県小松市の日本遺産「『珠玉と歩む物語』小
松～時の流れの中で磨き上げた石の文化～」をはじめとして、全国の様々な石
の文化を有する地域と連携した研究や活用を進め、将来的には石の文化ネット
ワークによる相乗効果を目指します。
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・事務局：松江市文化スポーツ部松江城・史料調査課、
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で協議をして執筆した。
・松江市文化財保存活用計画協議会構成員(令和 ４ 年
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　禰冝田佳男(会長)、木幡均、小林准士、津村宏臣、
　石山祥子、鷦鷯順、伊藤知恵、長野正夫、河野美知、
　島根県教育庁文化財課、島根県観光振興課、
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